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タバコが依存を生む仕組み 
 

タバコを繰り返し吸うと、脳が自力でドパミン（ドーパミン） 

を出せなくなり、慢性的に不足状態となります。一方でタバコを 

吸う時にはニコチンの作用で強制的にドパミンが出され 

るため、幸福感やすっきりした気分を感じ、タバコに 

特別な魅力を覚えさせます。 

 

ニコチンの作用が切れると、 

イライラや眠気、頭痛、だるさなどの禁断症状が

再び襲います。タバコを習慣的に吸っていると 

ニコチン以外の刺激ではドパミンが 

放出しにくい状態になります。 

ドパミンは人が安らぎや幸せ

を感じる時に、脳から放出さ

れて快感ややる気、幸福感、感

情、意欲、思考など様々な心の

機能に大きく関わっています。 

       安らぎや幸福感を盗んだタバコが、 

    一服することで救っているように思わせてしまう 

ことから依存が生まれます。 

通常、ドパミンは何かを達成した

ときや美味しい食事をした時、新

しい発見、変化などの刺激によっ

て脳から放出されます。 

 

残念ながら神建連国保の 

喫煙率は全国平均のおよそ３倍です。 
（2021年度 40歳以上の健診受診者） 

大切な自分自身のため、 

大切な家族のため、 

大切な共に働く仲間のため、 

きれいさっぱり、 

タバコとの“えん（煙）”を 

切りましょう！ 

タバコがやめられないのは意志や決意が弱いわけではなく、タバコの脳への影響が関わっています。 

     

禁煙への道をあきらめないで！！ 
 

タバコの身体への影響は脳だけでなく全身に

及びます。禁煙に遅すぎることはありません！ 

タバコをやめたその瞬間から健康が回復し始

め、タバコに振りまわされない人生にパワーアッ

プします。  
 

禁煙に不安がある方や禁煙に  

失敗した経験のある方は、迷わ

ず禁煙外来を受診しましょう。 


